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指
定
管
理
者
の
指
定

�

（
海
老
名
市
医
療
セ
ン
タ
ー
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

　
海
老
名
市
医
療
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
期
間
が
今
年
度
末
で
満
了

す
る
こ
と
か
ら
、
次
年
度
以
降
の
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で

す
。
指
定
管
理
者
候
補
者
を
現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
一
般
社
団

法
人
海
老
名
市
医
師
会
と
す
る
議
案
が
提
案
さ
れ
、
全
員
賛
成
に
よ

り
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
文
教
社
会
常
任
委
員
会
で
の
審
査
の
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問　
指
定
方
法
を
特
命
指
定
と
し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
海
老
名
市
医
師
会
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
15
年
間
の
指
定
管
理

者
と
し
て
実
績
が
あ
り
、
事
業
所
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
、
地
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
た
継
続
的
か
つ
安
定
的
な
運
用
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
医
療
セ
ン
タ
ー
は
災
害
時
な
ど
に
お
け
る
医
療
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
と
い
う
位
置
づ
け
や
地
域
防
災
計
画
で
も
災
害
時
医
療

救
護
関
連
施
設
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
構
築
し
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問　
指
定
管
理
者
で
は
な
く
業
務
委
託
な
ど
に
す
る
検
討
を
行
っ
た

の
か
、
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
メ
リ
ッ
ト
は
何
か
を
伺
い
ま
す
。

答　
医
療
セ
ン
タ
ー
の
維
持
管
理
を
指
定
管
理
者
で
行
う
こ
と
に
よ

り
、
夜
間
急
患
診
療
を
行
う
職
員
が
夜
間
の
施
設
管
理
を
行
え
る
な

ど
人
件
費
の
部
分
で
も
費
用
の
削
減
が
で
き
て
い
ま
す
。

市
長
な
ど
特
別
職
の
給
料
・

�

職
員
の
地
域
手
当
を
引
き
下
げ

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る
社
会
・
経
済
情
勢

を
踏
ま
え
て
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
１
年
間
、
市
長
の
給
料
月

額
を
10
％
（
副
市
長
・
教
育
長
は
５
％
）
引
き
下
げ
、
一
般
職
の
職

員
の
地
域
手
当
の
支
給
率
12
％
を
11
％
に
す
る
条
例
改
正
案
が
提
案

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
令
和
２
年
６
月
分
の
期
末
手
当

に
つ
い
て
、
市
長
30
％
、
副
市
長
・
教
育
長
20
％
、
市
議
会
議
員

10
％
を
そ
れ
ぞ
れ
引
き
下
げ
た
ほ
か
、
令
和
２
年
12
月
以
降
の
期
末

手
当
に
つ
い
て
は
、
一
般
職
の
職
員
も
含
め
て
一
律
に
年
間
０
・
05

カ
月
分
引
き
下
げ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
は
、
▽
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
、
市
民
な
ど
と
連
携
し
た
普
及

事
業
な
ど
の
実
施
▽
不
妊
症
・
不
育
症
を
治
療
す
る
方
へ
の
支
援
充

実
▽
市
内
公
園
な
ど
の
樹
木
に
発
生
し
た
、
害
虫
に
よ
る
ナ
ラ
枯
れ

被
害
対
応
▽
寄
附
額
の
増
加
に
伴
う
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
事
業

の
拡
充
―
な
ど
の
内
容
で
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
各
分
科
会
で
の
主
な
審
査
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
総
務
分
科
会

問　
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
経
費
を
新
た
に

増
額
し
た
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
昨
年
度
の
補
正
予
算
で
繰
越
明
許
費
を
設
定
し
ま
し
た
が
、
３

月
中
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
延
期
が
決
ま
っ
た
の
で
、
繰
越
額
を
ゼ
ロ

と
し
ま
し
た
。
報
道
の
と
お
り
令
和
３
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
実
施
に

向
け
て
市
も
準
備
を
進
め
る
た
め
、
一
千
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

問　
法
人
市
民
税
２
億
５
５
３
０
万
円
の
減
額
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
か
ら
、
世
界
的
な
市
場

縮
小
を
受
け
て
国
内
消
費
が
落
ち
込
み
、
市
内
の
法
人
に
お
い
て
も
、

運
輸
業
、
製
造
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
な
ど
を
中
心
に
業
績
が

低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
減
額
補
正
を
計
上
し
ま
し
た
。

問　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
の
考
え
方
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
急
激
な
税
収
の
変
動
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
も
、
安
定
的
に

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
、
標
準
財
政
規
模
の
10
％
程
度
は

確
保
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
本
市
の
規
模
を
考
え
る
と
、

約
25
億
円
程
度
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地
域
経

済
の
影
響
か
ら
、
多
く
の
市
民
が
生
活
に
困
窮
す
る
な
ど
の
問
題
点

が
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
市
民
の
た
め
に
必
要
な
財
政
需
要
に
備

え
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
お
、
今
年
度
末
に
は
、
標
準
財

政
規
模
の
10
％
程
度
の
残
高
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

問　
市
制
施
行
50
周
年
を
記
念
す
る
動
画
制
作
委
託
の
事
業
内
容
を

伺
い
ま
す
。

答　
50
周
年
を
記
念
し
て
、
50
年
の
歩
み
と
海
老
名
の
成
長
や
魅
力
、

発
展
の
記
録
を
市
民
と
と
も
に
映
し
出
し
、
市
へ
の
愛
着
と
感
心
を

深
め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に
作
成
し
ま
す
。

■
文
教
社
会
分
科
会

問　
特
定
不
妊
治
療
・
不
育
症
治
療
助
成
事
業
の
①
こ
れ
ま
で
の
実

績
②
助
成
対
象
者
③
今
後
の
増
加
見
込
み
―
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　
①
平
成
27
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
事
業
は
、
年
間
１
０
２
件

か
ら
１
２
５
件
で
推
移
し
て
い
ま
す
。
②
こ
の
事
業
は
「
神
奈
川
県

不
妊
に
悩
む
方
へ
の
特
定
治
療
支
援
事
業
」
に
上
乗
せ
し
て
助
成
す

る
も
の
な
の
で
、
県
の
支
援
事
業
を
受
け
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
③
海
老
名
市
で
は
人
口
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
や
、
国
が
所

得
制
限
の
撤
廃
や
保
険
適
用
を
検
討
す
る
な
ど
、
社
会
的
な
認
知
度

も
高
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
国
の
動
き
を
注
視
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
海
老
名
市
立
勝
瀬
保
育
園
の
民
営
化
に
向
け
た
進
捗
状
況
を
伺

い
ま
す
。

答　
選
定
委
員
会
に
お
い
て
募
集
要
項
が
決
定
し
た
た
め
、
12
月
１

日
か
ら
募
集
要
項
を
配
布
し
、
民
間
事
業
者
の
募
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
１
月
５
日
に
申
し
込
み
を
締
め
切
り
、
１
月
中
旬
に
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
１
月
下
旬
に
は
事
業
者
を
決
定
し
ま
す
。

問　
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
維
持
管
理
経
費
が
増
額
に
な
っ
た
理

由
、
補
正
額
の
積
算
根
拠
を
伺
い
ま
す
。

答　
小
・
中
学
校
の
夏
季
休
業
期
間
が
短
縮
さ
れ
た
こ
と
や
換
気
を

徹
底
し
た
こ
と
に
よ
る
空
調
効
率
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
電
気
水
道

料
お
よ
び
燃
料
費
が
不
足
す
る

こ
と
や
、
学
校
臨
時
休
業
期
間

中
に
児
童
や
保
護
者
と
電
話
連

絡
が
大
幅
に
増
え
た
こ
と
に
よ

り
電
話
代
が
不
足
す
る
こ
と
に

よ
る
増
額
で
す
。
「
学
校
の
新

し
い
生
活
様
式
」
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
で
示
し
て
い
る
と
お
り
30
分

に
１
回
以
上
、
窓
を
全
開
に
し

て
換
気
を
す
る
こ
と
を
見
込
ん

で
積
算
し
て
い
ま
す
。

※
４
面
に
続
き
ま
す
。


